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要旨

本研究は、村上春樹の長編小説六作品と短編小説二作品の中から、日本語を英語へ翻訳する

際に難しいと思われる表現を以下の 5 つに定め、翻訳者がいかに工夫しながら翻訳している
のかを考察し、その従来の翻訳方法と翻訳理論では賄いきれない部分があることを明らかに

したものである。

（a）普通名詞（料理にまつわる名詞）
（b）固有名詞
（c）登場人物が使う外国語の表現
（d）人称詞
（e）逆輸入表現（英語が起点テクストにあったものを日本語に一度翻訳した場合）

もっとも翻訳は逐語訳を行なえば、起点テクストのメッセージを補完することができる。

『ノルウェイの森』からのテキストを例に見てみよう。「レイコさんはため息をついて天井

の電灯を見あげた。」は “Reiko sighed and looked at the ceiling light.”と訳され、日本語と
英語の等価関係は直訳調であっても維持されている。しかし、これが「私ね、ミドリってい

う名前なの。それなのに全然緑色が似合わないの。」というテキストだった場合、どうだろ

うか。このテキストが“＜ミドリ＞という名前なのに＜緑色＞が似合わない”という皮肉だと読
みとることができるのは、おそらく日本語を知る読者のみだろう。翻訳者は、この文が皮肉

めいた話であるということを汲んだ上で翻訳する必要が出てくるだろう。なぜなら、翻訳者

がこのような起点テクスト、起点文化圏内でしか通用し得ないメッセージ性を無視し続けて

翻訳をし続けた場合、話の進行に影響を及ぼすこともあるからだ。こういった翻訳上で起こ

る問題を整理するために、Vinay & Darbelnet は「一般翻訳手順」を構築した。しかし Vina
y & Darbelnet の一般翻訳手順は、英語とフランス語間の問題を取り上げたものであり、日本
語と英語ほど離れた言語同士ではない。そこで、本研究は Vinay & Darbelnet の「一般翻訳
手順」を下敷きに、日本語と英語の翻訳に着目し、また英米文学の影響を受けた村上春樹の

小説に着目し、翻訳方法と技術を明らかにした。

化が浸透しつつあり、成果主義へと移行する傾向が出ている。個人が達成した結果によって

昇

人事評価は人を動かすための究極のマネジメント手段だと言われる。人事評価は、従業員

一人一人の能力や実績を明確に把握して、任用、給与などあらゆる人事管理の基礎となるも

のである。人事評価に基づき適切な人事管理が行われる、適切な人事配置やメリハリのある

給与処遇の実現に資することとなる。同時に、人事評価は、従業員個人の強みを把握して、

能力開発につなげる。先行き不透明なビジネス環境の中で、持続的な成長の推進力を得るた

めには、評価者は人事評価制度への理解を深めて、運用に習熟することが不可欠である。人

は人を評価する、しかし人間の主観を「ゼロ」にすることができない。したがって、評価者

は会社のルールに従い、表面的には評価する。実は今まで上司好き嫌いによる評価して、昔

の評価制度と同じ、現状はいまだに変わりがない。不透明な評価は人のやる気を失わせる上

に、不公平感や信頼感を失うなどマイナスの感情も職場に伝播させる。業績に影響を与える

のも時間の問題である。一方、公平な評価は人のモチベーションを高め、さらに上のレベル

を目指し、経営の安定という結果になる。公正で納得性の高い評価が存在すれば、社員のモ

チベーションも維持し続けることができるである。

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると、その問題にたいし

て、どのような改善すれば、人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課制度

が機能不全に陥る理由は何か、企業理念や行動指針と評価要素をどう連動させるか、公平な

評価運用をどう実現するか、私は
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